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ニューイヤーフェスティバル 2019

お正月はリビエラ逗子マリーナで
遊び 初め

リビエラ逗子マリーナ
0467-23-0028

https://www.riviera.co.jp/banquet/zushi/
〒249-0008 神奈川県逗子市小坪 5-23-16 駐車場完備

アクセス

お問合せ・ご予約

鎌倉駅前より無料シャトルバス
（会場まで10分
開催期間中15分間隔で運行）
※お正月の道路規制のため、

バス乗り場の位置が通常
と異なりますのでご注意
ください

火・祝

1/1 水
2

木3・ ・ 入場
無料

10:00～19:00

お正月限定 2 種類のクルーズを特別価格で

■初日の出クルーズ
2019 年の御来光を海で迎えよう

1/1（火・祝） 元旦限定開催

1/1（火・祝） 元旦限定開催

6:00集合／6:15出港
大　人 5,000円（税込）

小学生 2,500円（税込）

未就学児無料
定員50名

■シーサイドカフェ
1/1（火・祝）～1/3（木）
お正月特別営業8：00～17：00
Tel 0467-23-2211

■Ron Herman
1/1（火・祝） 10：00～18：00
1/2（水） 11：00～19：30
Tel 0467-38-7260

■Ron Herman Cafe
12/31（月）～1/3（木）
9:00～17:00（16:00L.O.）
朝食営業あり
Tel 0467-23-2153

■初詣クルーズ
大型ヨットで船上から森戸神社へ参拝

1/1（火・祝）～3（木）

リビエラ逗子マリーナ内

年始営業のご案内
1/1（火・祝）～3（木）

1/1（火・祝）～3（木）

出港時間 11:00/12:30/14:00/15:30
大　人 3,000円（税込）

小学生 1,500円（税込）

未就学児無料
定員 各回 25名

■記 念フォト撮 影
プロカメラマンが撮る スタジオ写真
スタジオ撮影料+L版写真1枚プレゼント 2,000円（税込）

・追加料金で四切写真・焼増し販売・データ販売もOK
・空き状況で当日飛込みも可能
 ※オーナー様割引あり　詳細はスタッフにお尋ねください

■お正月 ・ スペシャルイベント

お餅つき&販売
わなげ 射的 書き初め
ワークショップ たこづくり体験
要予約　当日参加可　※材料がなくなり次第終了

■ニューイヤーマルシェ

10:00～なくなり次第終了!
野菜、甘酒などを販売

クルーズのお問合せ 0467-24-1000 ※天候・海況により出港できない場合があります

予約はコチラ

予約はコチラ

■Ristorante AO
　Zushi Marina

通常通り営業中
1/14(月・祝)まで特別コース
ランチ 2,800円～（税・サービス料別）

ディナー5,800円～（税・サービス料別）

Tel 0467-25-0480



ぐ
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
実
践
は
、国
連
が
採
択
し
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

に
も
沿
う
も
の
で
す
。
地
球
環
境
も
、

先
人
か
ら
の
大
切
な
遺
産
で
す
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」17
項
目
の
目
標
の
う
ち
、12
番
目

は
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」。
こ
の

社
会
を
つ
く
り
、今
の
地
球
を
つ
か
う
私

た
ち
に
は
、責
任
が
あ
り
ま
す
。
17
番
目

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し

よ
う
」―
―
リ
ビ
エ
ラ
も
責
任
を
果
た
し

ま
す
。
皆
様
と
手
を
携
え
て
。

の
を
お
出
し
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
正

直
に
言
え
ば
、ご
不
便
を
お
か
け
す
る
お

客
様
か
ら
の
声
が
心
配
で
は
あ
り
ま
し

た
。
が
、今
の
と
こ
ろ
、褒
め
ら
れ
こ
そ

す
れ
、お
叱
り
は
皆
無
。
お
客
様
の
環
境

意
識
の
高
さ
に
も
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
展
開
す
る
事
業
は
、自
然
の

恩
恵
な
し
に
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
営
利
事
業
と
社
会
活
動
に
は
深
い
繋

が
り
が
あ
る
と
認
識
し
、早
く
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
１
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

『
ワ
イ
ン
で
会
席
』『
旬
尽
く
し
』イ
ベ
ン
ト

で
は〝
食
文
化
〟を
支
え
る
生
産
者
支
援

の
活
動
を
。
２
０
０
６
年
か
ら
は
、海
洋

保
全
や
青
少
年
へ
の
海
洋
教
育
も
含
む

『
リ
ビ
エ
ラ
未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
本
格
稼
働
。
自
社
敷
地
内
の
農
園
で
は

「
循
環
型
有
機
農
法
」に
挑
み
、自
社
厨
房

か
ら
出
る
野
菜
く
ず
で
作
っ
た
堆
肥
を
用

い
て
自
分
た
ち
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
を

栽
培
、お
客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ボ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー

が
言
い
ま
し
た
。「
古
い
船
は
、今
、手
を

入
れ
な
い
と
失
わ
れ
て
し
ま
う
」と
。
歴

史
的
木
造
帆
船『
シ
ナ
ー
ラ
』の
レ
ス
ト

ア
に
取
り
組
む
私
た
ち
の
思
い
も
同
じ
。

貴
重
な
遺
産
を
譲
り
受
け
た
者
に
は
、所

有
し
て
い
る
責
任
に
お
い
て
、次
に
つ
な

　

一
年
を
締
め
く
く
り
、
ま
た
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
時
期
が
来
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
は
、御
代
替
わ
り
の
年
。
国

の
大
き
な
節
目
に
あ
た
り
、私
た
ち
リ
ビ

エ
ラ
グ
ル
ー
プ
も
、よ
り
良
い
社
会
を
次

世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
微
力
を
尽
く
し

ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
話
題
の
ひ
と
つ
に
、

「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」が
あ
り

ま
す
。
魚
介
類
を
経
由
し
た
人
体
残
留
が

実
証
さ
れ
て
、待
っ
た
な
し
の
事
態
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
、私
た
ち
は
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
を〝
負
の
遺
産
〟

と
し
て
、後
の
世
代
に
先
送
り
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
を
生
き
る
私
た
ち

は
、今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、未
来

へ
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

　

リ
ビ
エ
ラ
グ
ル
ー
プ
で
は
店
舗
現
場

が
た
だ
ち
に
反
応
し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

ス
ト
ロ
ー
の
使
用
を
排
除
す
る
「Refuse 

the Straw

」（
ス
ト
ロ
ー
お
断
り
）の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
に
い
ち
早
く
取
り
組
む
ス
タ

ッ
フ
の
姿
勢
を
頼
も
し
く
感
じ
た
こ
と

で
す
。

　

今
後
リ
ビ
エ
ラ
グ
ル
ー
プ
の
各
施
設
・

各
店
舗
で
は
、原
則
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
ト
ロ
ー
を
提
供
し
ま
せ
ん
。
必
要
と

さ
れ
る
方
に
、ご
希
望
に
よ
り
紙
製
の
も

今
や
ら
な
け
れ
ば
、

永
遠
に
失
わ
れ
て
し
ま
う

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

始
め
た
環
境
保
全
活
動

「ストローお断り」が
意味すること

株式会社リビエラホールディングス
代表取締役会長兼社長　渡邊 曻
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地中海紀行
RIVIERA INTERVIEW vol.5

 レオナルド・フェラガモさん
― “統合型リゾート” としてのマリーナの形
　 フェラガモ氏所有の「Marina di Scarlino」との提携
― “ 古き良きもの ” を次世代に残すこだわり
　 「シナーラ」とは異なるアプローチと、共通する思い
― “ メガヨット一色 ” に染まった公国で
　 「モナコヨットショー 2018」探訪と現地ヨットクラブ表敬

Features

Regulars

「ストローお断り」が意味すること
株式会社リビエラホールディングス 

代表取締役会長兼社長 渡邊 曻

フラッグシップRCCからの便り その 2 求められるのは「オンリーワン」だけ

ザ・リビエラリゾートクラブライフ
“ 冬 ” だから、ワンランク上の船遊び

スペイン「セーリング」競技代表チームの
事前キャンプ受け入れ　in リビエラ逗子マリーナ
YACHT RACE ＆ EVENT INFORMATION
— 2019 年 ヨットレース＆イベント 年間スケジュール
— SALONA 進水式レポート

PARTY REPORT
— 名門ワイナリー「オーパス・ワン」と名シェフ 3 人のマリアージュ
— 来日した RCC 総料理長による美餐の一夜「サイモン・ナイト」

EVENT REPORT
— 毎月開催！潮風を感じながら楽しむ「リビエラマルシェ」　
—「若大将カップ」開催

リビエラで実現する「MICE」活用法
CASE STUDY 「神奈川県市議会議長会」様　in リビエラ逗子マリーナ

PICK UP INFORMATION

最新のイベント情報やご案内を
メルマガにて配信しています。
ご希望の方は QR コードにアクセスし、
ご登録をお願いいたします。

発行
株式会社リビエラホールディングス
編集・制作
リビエラマガジン編集部

〒 107–0062 
東京都港区南青山 3–3–3 
リビエラ南青山ビル
TEL. 03–5474–8120（代表）
www.riviera.co.jp

広告のお問合せ先
リビエラマガジン編集部
TEL. 03–5474–8120（代表）

photographer
宮本 卓（P16、17）

writer
丸山顕応／リビエラマガジン編集部

※本誌に掲載している情報、日程、営
業日、営業時間、料金などは予告な
く変更される 　場合がございます。
最新情報は各ページに記載されてい
ます 　web サイトをご覧ください。
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2
0
1
8
年
秋
、
世
界
最
大
級
の
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
祭
典「M

onaco 
Y

acht Show
 2018

」の
開
催
に
合
わ
せ
、

本
場 

地
中
海
沿
岸
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
た
モ
ナ
コ
、建

造
か
ら
40
年
以
上
を
経
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

ヨ
ッ
ト
だ
け
を
集
め
た
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「Cannes Royal Regattas 2018 （
世
界

ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト
選
手
権
）」が
開
か

れ
た
南
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ン
ヌ
、そ
し
て
私

た
ち
リ
ビ
エ
ラ
が
日
本
総
代
理
店
を
務
め

る
名
門
ボ
ー
ト
ビ
ル
ダ
ー「N

A
U

T
O

R
S̓ 

SW
A

N

」
の
オ
ー
ナ
ー
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏
が
待
つ
イ
タ
リ
ア
・
ト
ス

カ
ー
ナ
。

　

海
を
愛
し
、木
造
帆
船
の
貴
重
な
伝
統
を

後
世
代
に
託
す
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
抜

く
人
々
と
の
語
ら
い
は
、私
た
ち
の
事
業
の

意
義
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

カンヌ
Cannnes

モナコ
Monaco フィレンツェ

地中海

ジェノバ

コルス島

Firenze

地
中
海
紀
行

 

2
0
1
8
年
秋
　
イ
タ
リ
ア
・
モ
ナ
コ

6Winter 2019



RIVIERA
INTERVIEW

vol.5

レオナルド 　 フェラガモさん

果たされた約束
名門ボートビルダー「NAUTOR’S SWAN」社オーナーとの語らい

　

1
0
0
ft
級
の
大
型
艇
で
知
ら
れ
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ボ
ー
ト
ビ
ル
ダ
ー

「N
A

U
T

O
R

S̓ SW
A

N

」社
は
、世
界
中 

の
セ
ー
ラ
ー
の
憧
れ
。日
本
で
は
、2
0
1
6

年
か
ら
リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
が
総
代
理
店

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
門
ボ
ー
ト
ビ
ル
ダ
ー
の
オ
ー
ナ
ー

が
、レ
オ
ナ
ル
ド・フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏
。自
身
も

実
力
派
ヨ
ッ
ト
マ
ン
と
し
て
著
名
な
フ
ェ

ラ
ガ
モ
氏
は
、あ
の
世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
一
族
の
ご
出
身
で
す
。
フ
ェ

ラ
ガ
モ
氏
か
ら
の
招
待
で
、フ
ェ
ラ
ガ
モ

本
社
を
訪
ね
た
の
は
1
年
ぶ
り
の
こ
と
。

「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
の
約
束
が

果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ス
カ
ー
ナ
の
州
都
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に

あ
る
、中
世
貴
族
の
館
を
改
装
し
た
フ
ェ
ラ

ガ
モ
本
社
を
再
訪
し
た
私
た
ち
は
、フ
ェ

ラ
ガ
モ
氏
の
は
か
ら
い
で
「
フ
ェ
ラ
ガ
モ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
展
示
を
堪
能
。
細
部

ま
で
こ
だ
わ
る
、フ
ェ
ラ
ガ
モ
の
モ
ノ
づ

く
り
の
原
点
を
垣
間
見
ま
し
た
。
こ
の
と

き
の
展
示
テ
ー
マ
は
、フ
ェ
ラ
ガ
モ
が
渡

っ
た
時
代
の
ア
メ
リ
カ
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
の
た
め
に
誂
え
ら
れ
た
当
時
の
靴

の
真
正
品
が
並
べ
ら
れ
、一
部
モ
デ
ル
は
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
本
店
限
定
で
販
売
も
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

中
世
の
面
影
を
残
す
上
質
な
お
部
屋
で

新
艇
開
発
に
も
寄
与
し
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

海と船を愛する“同好の士”として、お互いのクラブフラッグを交換した
レオナルド・フェラガモ氏（右）と、リビエラホールディングス会長兼社長の渡邊。

Leonardo 
Ferragamo

Winter 20197



1

RIVIERA INTERVIEW

食
事
を
共
に
味
わ
い
な
が
ら
、世
界
の
船

舶
事
情
や
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、大

い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

以
前
の
会
合
で
、「
愛
艇
家
た
ち
の
生

の
声
を
日
々
聞
い
て
い
る
リ
ビ
エ
ラ
が
、

日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
い
て
く
れ
る
こ
と

は
、NA

U
T

O
R

S̓ SW
A

N

に
と
っ
て
心

強
い
こ
と
」と
述
べ
た
フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏
。

　

私
た
ち
が
「
日
本
の
ヨ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー

は
S
W
A
N
の
大
型
艇
に
憧
れ
て
い
る

が
、わ
が
国
の
港
湾
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、

70 

ft
を
超
え
る
船
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

S
W
A
N
の
魅
力
を
そ
の
ま
ま
に
、日
本

の
事
情
に
合
っ
た
新
艇
を
ぜ
ひ
」と
伝
え

た
と
こ
ろ
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ら
で
は
の

貴
重
な
意
見
だ
。
さ
っ
そ
く
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
工
房
と
相
談
し
よ
う
」と
頼
も
し
く

請
け
合
っ
て
く
れ
て
、そ
の
後
、ミ
ド
ル

ク
ラ
ス
の
新
艇
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の「M

onaco Y
acht Show

 2018

」

で
は
、S
W
A
N
は
1
1
5
ft
の
新
艇
を

出
展
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
新
艇
を
今
回

の
モ
ナ
コ
ヨ
ッ
ト
シ
ョ
ー
で
直
接
見
て
も

ら
え
て
、本
当
に
嬉
し
い
」と
フ
ェ
ラ
ガ

モ
氏
。
通
信
手
段
も
情
報
伝
達
の
ツ
ー
ル

も
充
実
し
て
い
る
昨
今
で
す
が
、相
ま
み

え
、実
物
を
見
て
、直
に
語
り
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
仲
間
だ
。
リ
ビ
エ
ラ
の
メ
ン

バ
ー
の
み
な
さ
ん
に
も
お
目
に
か
か
り
た
い
。

地
中
海
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
」

そ
の
上
で
、五
輪
招
致
を
し
て
い
ま
す
」

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏「
素
晴
ら
し
い
。
友
人
と

し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
」

　

S
W
A
N
の
魅
力
、こ
だ
わ
り
を
詰
め

込
ん
だ『
S
W
A
N
 B
O
O
K
』を
毎
年

発
行
。

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏「
そ
れ
に
書
き
刻
ま
れ
た

言
葉
は
、私
た
ち
の
魂
だ
。
リ
ビ
エ
ラ
マ

ガ
ジ
ン
も
同
じ
よ
う
に
魂
を
感
じ
る
。

　

リ
ビ
エ
ラ
は
、ユ
ー
ザ
ー
に
船
の
こ
だ

わ
り
を
伝
え
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、海

で
の
遊
び
方
を
提
案
し
、船
で
海
に
出
る

楽
し
さ
を
、リ
ビ
エ
ラ
マ
ガ
ジ
ン
誌
面
や

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
運
営
を
通
じ

て
、伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
に

で
き
る
の
は
作
る
ま
で
。
メ
ー
カ
ー
と

ユ
ー
ザ
ー
を
つ
な
い
で
く
れ
る
リ
ビ
エ
ラ
に
、

こ
れ
か
ら
も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

名
う
て
の
セ
ー
ラ
ー
だ
け
に
、フ
ェ
ラ

ガ
モ
氏
は
、私
た
ち
が
日
本
で
レ
ス
ト
ア

に
取
り
組
む
歴
史
的
木
造
帆
船『
シ
ナ
ー

ラ
』に
も
興
味
津
々
の
ご
様
子
。

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏「
そ
も
そ
も
、
ど
こ
で
、

ど
う
や
っ
て
、日
本
の
君
た
ち
が
シ
ナ
ー

ラ
を
見
つ
け
た
ん
で
す
か
？
」

渡
邊「
リ
ビ
エ
ラ
が
逗
子
マ
リ
ー
ナ
と

シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
の
事
業
を
手
掛

け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、シ
ー
ボ
ニ
ア

マ
リ
ー
ナ
に
係
留
さ
れ
て
い
た
シ
ナ
ー

ラ
も
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
建

造
か
ら
90
年
を
経
た
古
き
良
き
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

シ
ナ
ー
ラ
の
磨
き
上
げ
を
し
な
が
ら
次

世
代
に
残
す
道
を
探
り
ま
し
た
。
日
本

に
は
大
型
木
造
帆
船
の
修
復
技
術
が
な

く
、こ
の
ま
ま
朽
ち
て
い
く
の
を
見
守
る

し
か
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

2
0
1
7
年
、一
大
決
心
し
て
海
外
か
ら

専
門
家
を
呼
び
寄
せ
て
、レ
ス
ト
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
で
は

世
界
10
カ
国
か
ら
30
人
の
船
大
工
が
来
て

い
ま
す
。
調
べ
て
み
た
ら
、90
年
前
の
建

造
当
時
の
パ
ー
ツ
の
7
割
強
は
、磨
き
上

げ
て
再
び
使
え
る
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
」

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏「
欧
米
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

ヨ
ッ
ト
の
レ
ス
ト
ア
に
注
目
さ
れ
た
こ
と

は
ご
存
知
の
通
り
。
そ
れ
ほ
ど
状
態
の

良
い
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
が
、
遠
く

日
本
に
ま
だ
あ
っ
た
と
は
…
…
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
ね
！　

世
界
で
も
30
艇
ほ
ど

し
か
な
い
大
型
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
。
そ
の

最
後
と
も
言
う
べ
き
、彼シ

ナ
ー
ラ女

を
レ
ス
ト
ア

で
き
る
な
ん
て
、あ
な
た
が
た
リ
ビ
エ
ラ

は
本
当
に
幸
せ
者
だ
と
思
い
ま
す
」

渡
邊「
艇
齢
90
年
の
シ
ナ
ー
ラ
に
、さ
ら

に
1
0
0
年
の
命
が
宿
る
進
水
式
に
は
、

ぜ
ひ
ご
臨
席
く
だ
さ
い
」

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏「
1
0
0
年
の
命
が
宿
る

進
水
式
、興
奮
し
ま
す
ね
。リ
ビ
エ
ラ
逗
子

マ
リ
ー
ナ
の
目
の
前
は
、2
0
2
0
東
京

五
輪
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
海
域
と
聞
き
ま

し
た
。
五
輪
会
場
に
浮
か
ぶ
シ
ナ
ー
ラ
を

ぜ
ひ
見
た
い
。
東
京
五
輪
は
、リ
ビ
エ
ラ

に
と
っ
て
ビ
ッ
グ
エ
ポ
ッ
ク
で
す
ね
」

渡
邊「
五
輪
エ
ポ
ッ
ク
は
2
0
2
0
年
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
2
0
2
8
年
の
ロ

ス
五
輪
で
は
、ザ
・
リ
ビ
エ
ラ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
、ゴ
ル
フ
競
技
会
場
に
決
定
。

シ
ナ
ー
ラ
と
リ
ビ
エ
ラ
の

出
会
い
は
幸
運

ユ
ー
ザ
ー
と
メ
ー
カ
ー
を

つ
な
ぎ
、こ
だ
わ
り
を
伝
え
る

1 「フェラガモ・ミュージアム」の貴重な展示品。
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Marina Information

　

レ
オ
ナ
ル
ド
・
フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏
が
所
有

す
る
「M

arina di Scarlino

」
は
、
ト
ス

カ
ー
ナ
を
代
表
す
る
マ
リ
ー
ナ
。
緑
連
な

る
雄
大
な
自
然
を
背
景
と
す
る
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。眼
前
に
広
が
る
穏
や
か
な

海
原
を
吹
き
渡
る
良
風
。
全
欧
の
ヨ
ッ
ト

マ
ン
に
「
最
良
の
港
の
ひ
と
つ
」と
評
価

さ
れ
る
地
中
海
地
域
屈
指
の
マ
リ
ー
ナ
で

す
。
ひ
と
た
び
こ
こ
を
訪
れ
れ
ば
、レ
オ

ナ
ル
ド
氏
が
「
世
界
で
い
ち
ば
ん
好
き
な

場
所
」と
自
賛
す
る
の
も
頷
け
る
は
ず
。

　

こ
の
場
所
が
、セ
ー
ラ
ー
の
み
な
ら
ず

バ
カ
ン
ス
を
過
ご
す
人
の
心
を
掴
ん
で

離
さ
な
い
の
は
、〝
船
を
降
り
た
後
〟の

コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
ぶ
り
を
示
し
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
タ
イ
プ
の
異
な
る

1
0
0
棟
か
ら
な
る
宿
泊
施
設
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
数
々
。
大
自
然
を
活
か
し
た
乗

馬
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、ス
パ
や
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
。
も
ち
ろ
ん
レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
も
対

応
可
能
。
シ
ョ
ッ
プ
が
軒
を
連
ね
、国
際

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
し

た
M
I
C
E
施
設
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、長
期
滞
在
型
の
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
な
総
合
リ
ゾ
ー
ト
。「
少
し
前
ま
で

は
1
〜
2
週
間
滞
在
が
主
流
だ
っ
た
が
、

じ
っ
く
り
海
上
を
満
喫
し
な
が
ら
リ
ゾ
ー

ト
を
楽
し
む
1
〜
2
か
月
滞
在
が
増
え
て

き
て
い
る
」と
、ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
のA

lessandro A
ugier

氏
。

　

M
arina di Scarlino

の
在
り
方
は
、リ

ビ
エ
ラ
が
め
ざ
す
方
向
性
に
、ひ
と
つ
の

モ
デ
ル
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏
い
わ
く
「
わ
れ
わ
れ

と
日
本
の
リ
ビ
エ
ラ
の
間
に
格
別
の
協

力
関
係
が
結
ば
れ
た
今
、ぜ
ひ
ト
ス
カ
ー

ナ
に
足
を
運
ん
で
、リ
ビ
エ
ラ
会
員
に
も

M
arina di Scarlino

を
楽
し
ん
ほ
し
い
。

大
歓
迎
し
ま
す
」と
の
こ
と
。

　

リ
ビ
エ
ラ
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
、

地
中
海
へ
の
扉
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
…
…
。M

arina di 
Scarlino

に
向
か
う
車
中
で
目
の
当
た
り

に
し
た
の
は
、こ
の
地
域
に
お
け
る
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
裾
野
の
広
さ
で
し
た
。

小
さ
な
入
江
が
あ
れ
ば
、た
い
て
い
ボ
ー

ト
が
係
留
さ
れ
、多
く
の
人
々
が
気
軽
に

船
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ま
た
、リ
ビ
エ
ラ
が
め
ざ
す
日

本
の
海
の
風
景
。
地
理
的
要
因
を
超
え
て
、

海
に
親
し
む
文
化
を
醸
成
し
た
い
。
そ
の

思
い
を
ま
た
強
く
し
た
光
景
で
し
た
。

“統合型リゾート”としてのマリーナの形
地中海に開かれた扉

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏
の

「
い
ち
ば
ん
好
き
な
場
所
」

〝
海
に
親
し
む
文
化
〟の

裾
野
の
広
さ
を
痛
感

ヨットだけでなく、大自然のロケーションを活かして、
乗馬やトレッキングも満喫できる「Marina di Scarlino」。

フ
ェ
ラ
ガ
モ
氏
所
有
の

「M
arina di Scarlino

」

と
の
提
携

Winter 20199



“
古
き
良
き
も
の
”
を

次
世
代
に
残
す
こ
だ
わ
り

「
シ
ナ
ー
ラ
」
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
共
通
す
る
思
い

　

南
仏
カ
ン
ヌ
で
開
催
さ
れ
る
ヨ
ッ
ト
レ

ー
ス「Cannes Royal Regattas 2018

（
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト
選
手
権
）」は
、

イ
タ
リ
ア
の
高
級
腕
時
計
ブ
ラ
ン
ド

「
パ
ネ
ラ
イ
」が
主
催
す
る
「
パ
ネ
ラ
イ
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の

シ
ー
ズ
ン
最
終
戦
。『
シ
ナ
ー
ラ
』の
レ
ス

ト
ア
に
取
り
組
む
私
た
ち
に
は
、決
し
て

見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
建
造
か
ら

40
年
以
上
を
経
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト

た
ち
の〝
真
剣
勝
負
〟で
す
。

　

1
9
4
9
年
以
前
に
建
造
さ
れ
当
時

の
設
計
通
り
の
状
態
を
保
っ
て
い
る

「
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
部
門
」、1
9
5
0
年
か

ら
1
9
7
5
年
に
造
ら
れ
た
「
ク
ラ
シ
ッ

ク
部
門
」、そ
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト

の
設
計
を
も
と
に
近
年
建
造
さ
れ
た
「
ス

ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ト
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ン

部
門
」。
レ
ー
ス
は
こ
の
3
カ
テ
ゴ
リ
ー
。

14
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、20 

ft

〜
40 

ft
ク
ラ
ス
に
80
艇
、65 

ft
〜
98 

ft
に

20
艇
、シ
ナ
ー
ラ
と
同
じ
98 

ft
以
上
ク
ラ

ス
に
15
艇
エ
ン
ト
リ
ー
。

　

木
造
帆
船
の
要
と
い
う
べ
き
リ
ギ
ン

（
マ
ス
ト
や
セ
ー
ル
の
専
門
家
）で
あ
り
、

シ
ナ
ー
ラ
の
レ
ス
ト
ア
チ
ー
ム
の
一
人

で
も
あ
る
チ
ャ
ッ
ク
氏
が
、私
た
ち
を
カ

ン
ヌ
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
出
場
準
備
の
忙
し
い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、N
A
E
M
A
の
オ
ー

ナ
ー
と
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、磨
き
上
げ
ら
れ

た
船
内
を
じ
っ
く
り
と
案
内
し
て
く
れ
て
、

そ
し
て
、シ
ナ
ー
ラ
の
こ
と
を
気
に
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
後
に
N
A
E
M
A
の

キ
ャ
プ
テ
ンFlorian Franke

さ
ん
か
ら

「
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
2
位
に
な
っ
た
」

と
う
れ
し
い
お
便
り
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、P
U
R
I
T
A
N
の
オ
ー
ナ

ー
と
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
あ
の
シ
ナ
ー
ラ

を
蘇
ら
せ
て
い
る
の
は
君
た
ち
か
。
壮
挙

の
噂
は
聞
い
て
い
た
が
、は
る
か
日
本
で

取
り
組
ん
で
い
た
と
は
…
…
。
今
、あ
な

た
方
が
レ
ス
ト
ア
を
決
断
し
た
意
味
は
大

き
い
。
こ
こ
に
参
戦
し
て
い
る
船
同
士
も

そ
う
だ
が
、歴
史
あ
る
も
の
を
受
け
継
い

だ
者
た
ち
の
結
び
つ
き
は
強
く
、皆
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
す
。
シ
ナ
ー
ラ
を
手
掛
け
る
リ

ビ
エ
ラ
を
私
た
ち
は
歓
迎
し
ま
す
」と
実

に
温
か
い
言
葉
を
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト
た
ち
の

〝
真
剣
勝
負
〟
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Cannes Royal Regattas 2018

　

手
付
か
ず
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
20

世
紀
前
半
建
造
の
木
造
船
は
、も
は
や
数

え
る
ほ
ど
し
か
残
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
シ

ナ
ー
ラ
は
、そ
の
貴
重
な
一
隻
。
世
界
の

ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
を
、こ
の

人
々
の
言
葉
か
ら
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
、レ
ス
ト
ア
し
な
け
れ
ば
、古
き
良
き

も
の
は
朽
ち
果
て
て
し
ま
う
―
―
そ
の
思

い
は
、私
た
ち
と
ま
っ
た
く
同
じ
。
だ
が
、

「Cannes Royal Regattas

」
に
出
走

す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト
は
、過
酷
な
タ

イ
ム
レ
ー
ス
を〝
闘
う
船
〟で
す
。
姿
こ
そ

建
造
当
時
の
も
の
を
再
現
し
て
い
ま
す
が
、

最
新
鋭
の
素
材
と
技
術
を
駆
使
し
、新
し

い
部
品
だ
け
を
用
い
て
、当
時
そ
っ
く
り

の
新
造
艇
を
作
り
上
げ
る
「
レ
プ
リ
カ
」

も
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト
の
多
く
は
、当
時

の
設
計
ど
お
り
に
新
し
い
も
の
を
作
っ
て

換
装
し
、建
造
時
の
資
材
の
残
存
率
は
多
く

て
3
割
。
1
割
で
も
レ
プ
リ
カ
で
は
な
く

オ
リ
ジ
ナ
ル
扱
い
と
な
り
ま
す
。
残
存
率

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、「
歴
史
あ
る
パ
ー

ツ
を
残
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
」

に
対
す
る
誇
り
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

一
方
、未
来
に
向
け
て〝
遺
す
〟こ
と
を

主
眼
と
す
る
シ
ナ
ー
ラ
で
、私
た
ち
が
め

ざ
し
て
い
る
の
は
、一
つ
一
つ
の
パ
ー
ツ

を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
て
、レ
ス
ト
ア
を
始

め
る
前
の
船
体
資
材
の
7
割
を
活
か
す
こ

と
。
シ
ナ
ー
ラ
が
奇
跡
と
い
わ
れ
る
の
は
、

そ
れ
が
可
能
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
維
持

し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

実
は
、「Cannes Royal Regattas

」

参
加
艇
に
関
わ
っ
て
い
る
技
術
者
・
職
人

の
中
に
は
、シ
ナ
ー
ラ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
大
勢
い

ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ヨ
ッ
ト
の
熱
戦
を
見

守
る
人
々
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
、ま
さ

に
思
い
を
同
じ
く
す
る
同
志
で
す
。

　

期
待
の
高
さ
に
、改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
た
も
の
で
す
。
世
界
の
愛

艇
家
た
ち
と
、進
水
の
喜
び
を
分
か
ち
合

う
ま
で
、い
よ
い
よ
残
り
1
年
で
す
。

改
め
て
実
感
し
た

シ
ナ
ー
ラ
の〝
奇
跡
〟
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1

2

3

“メガヨット一色”に染まった公国で
「Monaco Yacht Show 2018」探訪とモナコヨットクラブ表敬

　

横
浜
で
も
例
年
3
月
、〝
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
〟

は
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、〝
世
界
最
大
級
の
〟と
形
容
さ
れ
る

「M
onaco Y

acht Show
 2018

」は
、日
本

の
も
の
と
は
規
模
も
雰
囲
気
も
か
な
り
異

な
っ
て
い
ま
す
。セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
の
社
交
場

と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
く
、エ
ル
キ
ュ
ー
ル

港
に
は
、贅
を
尽
く
し
た
大
型
の
ヨ
ッ
ト

が
集
結
。
日
本
に
も
近
い
将
来
お
と
ず
れ

る
で
あ
ろ
う〝
メ
ガ
ヨ
ッ
ト
〟の
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
たN

A
U

T
O

R
S̓ 

SW
A

N

の
新
艇「115

」
は
、
レ
ー
ス
艇

で
あ
り
な
が
ら
居
住
性
の
高
さ
も
徹

底
重
視
。
グ
ル
ー
プCEO

のGiovanni 
Pom

ati

氏
の
案
内
か
ら
新
艇
の
こ
だ
わ

り
を
随
処
に
実
感
し
ま
し
た
。

　

招
か
れ
て
歓
待
さ
れ
た「
モ
ナ
コ
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
」の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、ま
さ
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上
質
な
社
交
場
。

　

今
後
メ
ガ
ヨ
ッ
ト
に
向
か
う
ア
ジ

ア
、
と
り
わ
け
日
本
へ
の
視
線
の
熱

さ
は
高
ま
る
一
方
。M

onaco Y
acht 

Show
 2018

で
は
、リ
ビ
エ
ラ
へ
の
期
待

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

メ
ガ
ヨ
ッ
ト
市
場
で
も

高
ま
る
リ
ビ
エ
ラ
へ
の
期
待

1  自動車レースの「モナコF1グランプリ」のスタート地点としてお馴染みのエルキュール港を埋め尽くすかのような“ヨット”たち。ちなみに、ここでの
“ヨット”とはプレジャーボート（遊行船）全般をさし、小型の帆船をさす日本語化したニュアンスとは違っている。中には全長100mを超える船も。

2 モナコボートショー会場で展示されていたNAUTOR'S SWANの新艇「115」の船上。
3 モナコヨットクラブ
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「MALIBU HOTEL」の
ホームページがオープンしました
この度、ホームページをオープンいたしました。

様々な情報を発信してまいりますので、ぜひご覧ください。

RIVIERA SALON
リビエラサロン

第一線で活躍される素敵な方を講師に迎え「丁寧な暮らしを彩るワークショップ」をコンセプトに定期
開催しています。ご好評の為、すぐに満席になるクラスもございますので、お早目のご予約をお薦めい
たします。2019年度のスケジュールは、オフィシャルHPに随時掲載いたしますので、ご覧ください。

日　時：2019年1月29日（火） 10：00〜15：00

場　所：リビエラ青山
 港区南青山3-3-3 リビエラ南青山ビル

入場料：500円

マリブホテル　リビエラ 検 索

RIVIERA SALON 1st Anniversary

CHARITY BAZAAR

ご予約／お問合せ リビエラサロン事務局
  https//coubic.com/rivierasalon @riviera.salon.jp

寄付先　認定 NPO 法人 ルーム・トゥ・リード・ジャパン 

フラワーアレンジ・ジュエリー・ナンタケットバスケット・インテリ
ア雑貨・日本画・アクセサリー・雑貨・カフェなど、丁寧な暮らしを
彩る質の高いショップが並びます。出店情報やワークショップは、
HP/SNSをチェック！休憩スペースもご用意しています。

日にち クラス名 場所

2/19（火） 大理石モザイク 池袋サロン

2/21（木） クロスのニットポーチ 池袋サロン

3/12（火） 花のある暮らし/竹田浩子さん 青山サロン

4/19（木） 酵素シロップ 青山サロン

9/26（木） 花のある暮らし/竹田浩子さん 青山サロン

11/28（木） 花のある暮らし/竹田浩子さん 青山サロン

2019年 スケジュール
Riviera Salon Premium

「花のある暮らし」
竹田浩子さんを迎えて

数々の一流ブランドのフラワー装飾を
手掛ける竹田浩子氏を講師に迎えた、
特別フラワーレッスンを開催。レッス
ン後は、リストランテAOの石井シェフ
による特製ランチコースを、竹田浩子
さんと囲んでお楽しみいただけます。

竹田 浩子
オランダに在住時、ヨーロッパのフラワーアレンジ
メントに魅せられ、本格的にフラワーアレンジメント
を学ぶ。
現在は、ミキモトやウエダジュエラーをはじめと
するラグジュアリーブランドの装飾を手掛け、その
シンプルでダイナミックかつスタイリッシュなフラ
ワーアレンジメントには定評がある。また、ナンタ
ケットバスケットのプロデュースも手掛ける。

リビエラサロン1周年を記念して、「質の高い作品」や「プロ
フェッショナル」との出会いを通じて、交流の場と新たなラ
イフスタイルを提案できますよう、チャリティバザーを開催
いたします。なお、当日の売上15％や募金は、「リビエラ未来
創りプロジェクト」の一環として継続支援している認定NPO
法人ルーム・トゥ・リードに寄付いたします。皆さまお誘いあ
わせの上、ぜひご参加ください。



R I V I E R A  S P O RT S  C L U B
リビエラス ポーツクラブ

TEL.03-5474-8000
東京都港区南青山 3-3-3 リビエラ南青山ビルB1F
東京メトロ「外苑前駅」1ａ出口より徒歩 3分



R I V I E R A  S P O RT S  C L U B
リビエラス ポーツクラブ

見学・体験のご案内
3,300㎡のフロアに、あらゆるニーズにお応えする充実したコンテンツをご用意。
外苑前駅から徒歩３分の好立地。
最高の状態にお身体を整え、プライベートを重視したクラブライフをご体験いただけます。
ご希望の際は、お電話で「リビエラマガジンを見た」とお伝えください。

内容　カウンセリングの上、お客様の目的に合わせてカスタマイズした「1日体験プログラム(3時間)」をマンツーマンで行います。
備考　事前ご予約制となります。



2/14（木）～17（日）

2月14日（木）から17日（日）までの4日間、
PGAツアー「ジェネシス・オープン」が今年もザ・リビエラカントリークラブで開催されます。

現地観戦、TV観戦をお楽しみください。

TV放映スケジュールは、オフィシャルサイトに掲載します。

米男子ゴルフシーズン最終戦
「ツアー選手権（2018年9月23日）」で復活優勝を飾り
米ツアー通算80勝目を挙げたタイガー・ウッズが
ジェネシス・オープンに出場予定。

　

1
9
2
0
年
代
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
C
・

ト
ー
マ
ス
Jr
．が
設
計
し
た
ザ・リ
ビ
エ
ラ

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
R
C
C
）は
、相
棒

の
建
築
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
P
・
ベ
ル
に
よ
っ

て
施
工
さ
れ
ま
し
た
。「
オ
ー
ガ
ス
タ
」の

設
計
者
ア
リ
ス
タ
ー
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
が

1
9
2
5
年
に
工
事
中
の
R
C
C
を
訪

れ
て
曰
く
、「
地
形
に
合
わ
せ
た
ベ
ル
の

ハ
ザ
ー
ド
工
事
は
、類
例
を
見
な
い
出
来

栄
え
。
こ
れ
以
上
ゴ
ル
フ
場
に
適
し
た
土

地
は
な
い
と
思
え
る
」と
。

　

し
か
し
、稀
代
の
コ
ー
ス
も
時
の
経
過

に
は
抗
え
ま
せ
ん
。
R
C
C
は
、
こ
の

三
十
余
年
の
間
、最
新
技
術
に
よ
る
復
元

工
事
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
1
9
8
8
年
R
C
C
を

引
き
継
い
だ
と
き
、
ま
ず
考
え
た
の
が

1
9
3
6
年
の
大
嵐
で
消
失
し
た
8
番
ホ

ー
ル
の
再
生
で
し
た
。〝
世
界
初
の
ダ
ブ

ル
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
〟で
知
ら
れ
た
こ
の
ホ

ー
ル
を
当
時
の
姿
に
蘇
ら
せ
る
た
め
、全

米
コ
ー
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
界
の
名
匠
ポ

ー
ル
・
ラ
ッ
チ
ョ
ー
を
招
聘
。
1
9
9
8

年
に
復
元
で
き
た
こ
の
短
い
ホ
ー
ル
は
、

R
C
C
の
象
徴
的
な
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、2
0
0
6
年
に
は
、
60
あ

る
バ
ン
カ
ー
を
、ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ー
マ
ス

の
設
計
に
戻
す
大
工
事
を
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
1
8
年
、バ
ン
カ
ー
の
排
水

や
砂
の
入
れ
替
え
を
含
め
再
度
、大
施
工

し
、磨
き
上
げ
て
コ
ー
ス
を
ベ
ス
ト
な
状

態
に
整
え
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
8
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
ゴ

ル
フ
競
技
会
場
に
選
ば
れ
た
2
0
1
7

年
、R
C
C
は
新
た
な
挑
戦
、「Rord to 

2028

」10
年
計
画
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、特
徴
的
な
ハ
ザ
ー
ド
工

事
の
復
元
か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
ベ
ス
ト
な

も
の
だ
け
が
選
ば
れ
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、目
の
細
か
い
進
化
し
た
砂
を
用
い
た

ラ
イ
ナ
ー
型
ド
リ
ッ
プ
式
の
イ
リ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ベ
ル
が
築
い
た
姿
を
取
り
戻
す
作
業
で
す
。

　

創
建
者
た
ち
が
掲
げ
た
「
世
界
一
」の

大
志
を
受
け
継
ぐ
私
た
ち
は
、最
新
の
技

術
を
取
り
入
れ
、過
去
に
学
ぶ
こ
と
で
得

た
知
恵
を
活
か
し
、こ
れ
か
ら
も
努
力
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

その2  求められるのは「オンリーワン」だけ

フラッグシップRCCからの便り

古
き
良
き
も
の
を

最
新
の
技
術
で
伝
え
る

ロ
ス
五
輪
に
向
け
た

今
後
10
年
の
挑
戦

Fujiko Megan 
Watanabe
Riviera Country Club
President

用
語
解
説

ハ
ザ
ー
ド
…
…
…
…
…�

バ
ン
カ
ー
、
池
、
川
な
ど

コ
ー
ス
内
の
危
険
地
域
の
総

称
。

ラ
イ
ナ
ー
…
…
…
…
…�

夏
芝
が
横
に
這
う
よ
う
に
、

バ
ン
カ
ー
の
高
い
部
分
の

地
表
に
通
し
た
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
細
い
水
管
。

ド
リ
ッ
プ
式
…
…
…
…�

ラ
イ
ナ
ー
に
穿
っ
た
穴
か

ら
ポ
ツ
ポ
ツ
と
水
を
落
と

し
、直
接
バ
ン
カ
ー
に
水
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た

シ
ス
テ
ム
。

イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
…
…�

灌
漑
設
備
。
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2/14（木）～17（日）

2月14日（木）から17日（日）までの4日間、
PGAツアー「ジェネシス・オープン」が今年もザ・リビエラカントリークラブで開催されます。

現地観戦、TV観戦をお楽しみください。

TV放映スケジュールは、オフィシャルサイトに掲載します。

米男子ゴルフシーズン最終戦
「ツアー選手権（2018年9月23日）」で復活優勝を飾り
米ツアー通算80勝目を挙げたタイガー・ウッズが
ジェネシス・オープンに出場予定。



　

冬
場
の
船
上
デ
ィ
ナ
ー
の
一
番
人
気
は
、

『
海
鮮
鍋
』。
メ
イ
ン
は
相
模
湾
で
獲
れ

た
金
目
鯛
。
そ
し
て
海
老
、帆
立
、蛤
、鱈

…
…
な
ど
な
ど
。
本
格
的
な
昆
布
だ
し
の

ス
ー
プ
で
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

船
の
上
で
は
、
な
ん
と
「
こ
た
つ
」
を

設
置
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
熱
々
の
お

鍋
を
、ぬ
く
ぬ
く
の
こ
た
つ
で
囲
む
楽
し

さ
！　

海
の
楽
し
み
に
通
じ
た
リ
ゾ
ー
ト

ク
ラ
ブ
会
員
の
中
に
は
、船
上
の「
こ
た
つ

＆
お
鍋
」で
、大
事
な
ビ
ジ
ネ
ス
相
手
を

接
待
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

冬
に
は
冬
の
船
遊
び
。
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ

ブ
会
員
な
ら
で
は
の
愉
悦
で
す
。

RESORT CLUB LIFE

ザ・リビエラリゾートクラブ

　

海
好
き
を
自
認
す
る
人
で
も
、
足
が

遠
の
き
が
ち
に
な
る
冬
。
で
も
、マ
リ
ン

ラ
イ
フ
の
真
の
魅
力
を
知
る
方
々
は
、口
を

揃
え
て
言
い
ま
す
。「
海
に
オ
フ
な
ん
て

な
い
！　

冬
に
は
冬
の
楽
し
み
方
が
あ

る
」と
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
と
っ
て
お

き
の
、「
相
模
湾
周
遊
ク
ル
ー
ズ
」を
お
勧

め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
強
調
し
て
お
き
た
い
の
が
、冬
場

の
相
模
湾
は
「
案
外
寒
く
な
い
」と
い
う

事
実
。
相
模
湾
は
、そ
も
そ
も
潮
流
穏
や

か
。
冬
は
晴
天
が
続
く
か
ら
、海
上
で
は

陽
射
し
の
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
空
気
が
澄
ん
で
い
る
の
で
、江
の

島
〜
冠
雪
の
富
士
山
〜
伊
豆
半
島
〜
大
島

〜
三
浦
半
島
を
ど
ー
ん
と
一
望
。
確
か
に

夏
に
比
べ
れ
ば
、沖
に
ひ
と
け
は
少
な
い

け
れ
ど
、そ
れ
だ
け
に
、こ
の
大
パ
ノ
ラ

マ
を
独
占
し
た
気
分
に
な
る
こ
と
請
け
合

い
で
す
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
冬
の
醍
醐
味
。

　

冬
の
相
模
湾
ク
ル
ー
ズ
の
楽
し
み
は
、

も
ち
ろ
ん
眺
望
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

贅
を
尽
く
し
た
船
上
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ

を
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
地
産
の
食
材

を
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
し
て
、多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
シ
ェ
フ
た
ち
が
腕
を
ふ
る
い
ま
す
。

“冬”だから、ワンランク上の船遊び

TEL.0467-23-2458
神奈川県逗子市小坪 5-23-9

体験会のお誘い
お電話で「リビエラマガジンを見た」と
お伝えください。

相
模
湾
を
独
り
占
め
！

こ
の
時
期
だ
け
の
贅
沢

マ
リ
ン
ラ
イ
フ
の
通
人
は

「
こ
た
つ
＆
お
鍋
」で
接
待
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ト
食
の
提
供
も
含
め
、リ
ビ
エ
ラ
は
同
チ

ー
ム
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
総
勢
36
名

の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
練
習
に
集
中

で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
も
ら
え
た
」と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

葉
山
町
と
葉
山
港
が
英
国
チ
ー
ム
を
受

け
入
れ
る
な
ど
、相
模
湾
周
辺
は
、東
京

都
心
よ
り
一
足
早
く
、国
際
色
豊
か
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
勢
い
を
ぜ
ひ

全
国
に
。

　

東
京
2
0
2
0
五
輪
の
盛
り
上
げ
と
、

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
に
―
―
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
は
、

「
セ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
シ
リ
ー

ズ
」江
の
島
大
会（
2
0
1
8
年
9
月
9
日

〜
16
日
）参
加
の
ス
ペ
イ
ン
王
国
代
表
チ

ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。
期
間
は
8
月
20
日
〜
9
月
25
日
。

　

同
チ
ー
ム
は
年
初
か
ら
湘
南
で
キ
ャ
ン

プ
地
を
探
し
て
お
り
、同
国
政
府
機
関
を

通
じ
、
逗
子
市
と
株
式
会
社
リ
ビ
エ
ラ

リ
ゾ
ー
ト
に
協
力
要
請
。
逗
子
マ
リ
ー
ナ

オ
ー
ナ
ー
ズ「
ワ
シ
ン
ト
ニ
ヤ
会
」の
快

諾
も
あ
り
、6
月
に
受
け
入
れ
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

9
月
7
日
に
は
、神
奈
川
県
の
浅
羽
副

知
事
、逗
子
市
の
平
井
市
長
ら
の
ご
臨
席

で
リ
ビ
エ
ラ
主
催
の
歓
迎
会
を
開
催
。
18

日
に
は
平
井
市
長
、ス
ペ
イ
ン
王
立
セ
ー

リ
ン
グ
連
盟
フ
リ
ア
・
カ
サ
ヌ
エ
ヴ
ァ
会

長
、リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
小
林
社
長
の
三

者
に
よ
る
「
協
定
書
」締
結
式
が
行
わ
れ
、

19
日
に
は
地
元
小
学
生
と
ス
ペ
イ
ン
人

ク
ル
ー
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、マ
リ
ー
ナ
施
設

の
利
用
だ
け
で
な
く
、宿
泊
や
ア
ス
リ
ー

地
元
開
催
五
輪
の〝
前
哨
戦
〟

相
手
国
政
府
の
要
請
に
応
え
て

国
を
越
え
た
サ
ポ
ー
ト

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も

スペイン「セーリング」競技代表チームの
事前キャンプ受け入れ

――リビエラ逗子マリーナ

①	リビエラ主催で開催された歓迎会

②	逗子市役所で行われた協定書締結式
③	地元・小坪小学校での交流会

1

1

3 2
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2019年 ヨットレース＆イベント 年間スケジュール

YACHT RACE & EVENT INFORMATION

1月1日（祝・火） 2019年新春特別企画 初日の出クルーズ

1月1日（祝・火）〜3日（木） 森戸神社 新春初詣クルーズ

1月6日（日） 新春親善レースShonan Race 1月
小網代沖→秋谷沖マーク往復

2月10日（日） Shonan Race 2月
上下レース2レース

3月7日（木）〜10日（日） インターナショナル 
ジャパンボートショー2019

3月10日（日） Shonan Race 3月
秋谷沖スタート→南西沖ブイ往復

4月21日（日） Shonan Race 4月
上下レース2レース

5月3日（祝・金）
　　　  〜5日（祝・日）

関東ミドルボート選手権
関東ミドルボート・オーナーズクラブ主催

5月12日（日） Shonan Race 5月
秋谷沖スタート→城ヶ島沖マーク往復

5月19日（日） キスマスター 2019

6月9日（日） Shonan Race 6月
上下レース2レース

6月29日（土）

　　　　　 ・30日（日）
初島ダブルハンドヨットレース
逗子マリーナヨットクラブ主催

7月7日（日） Shonan Race 7月
秋谷沖スタート→江の島沖マーク往復

7月14日（日） 相模湾オープンヨットレース
シーボニアヨットクラブ主催

8月3日（土） 第14回 静岡県知事杯石廊崎レース

8月4日（日） Trans-Sagami Yacht Race 
2019

8月11日（祝・日） Shonan Race 8月
上下レース2レース

8月17日（土） シーボニア夏祭り

9月7日（土） ビルフィッシュトーナメント

9月8日（日） Shonan Race 9月
秋谷沖スタート→相模3号ブイ往復

9月14日（土）
　　　  〜16日（祝・月）

逗子レガッタ
逗子マリーナヨットクラブ主催

10月6日（日） Shonan Race 10月
上下レース2レース

10月13日（日） リビエラ逗子マリーナヨットレース
「若大将カップ」

11月3日（祝・日） Shonan Race 11月
秋谷沖スタート→南西沖ブイ往復

11月17日（日） ハギマスター 2019

12月1日（日） Shonan Race 12月
上下レース1レース表彰式

　建造中の SALONA ヨット視察
や職人たちとの打ち合わせのため、
クロアチアへ行かれた江口様。そ
の模様は、リビエラマガジンNO.4 
Autumn 2018 「世界のボードビルダー

を訪ねて」でご紹介しております。
2018年 11月、ついに江口様の新艇
SALONA S380が進水式を迎えました。
海の神様である「三浦海南神社」神職
による安全祈願がリビエラシーボニア
マリーナで行われ、ご家族の皆様と
初セーリングに出かけられました。
この度は、おめでとうございます。

SALONA
進水式レポート
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　カリフォルニア屈指のワイナリ
ー「Opus One Winery」の David 
Pearson CEO の来日に合わせて、

『OPUS ONE Wine Dinner』が開催
されました。
　これは、選び抜かれたワイン通だ
けの夕食会。ゲストは、世界のワイ
ナリーをよく知り、オーパス･ワン 
ワイナリーにも足繁く通う方々ば
かり。この日のために上海から駆け
つけたリビエラ松鶴楼・陳総料理長、
そしてリビエラ東京の岡野総料理
長、伊藤料理長。名匠3人のタッグ
が作り上げたのは、一夜限りの特別

　米国ロサンゼルス「ザ・リビエラ
カントリークラブ」（RCC）総料理長 
サイモン・ルイスが来日。2018年10
月30日（火）一夜限りの「サイモン・
ナイト」がリビエラ青山で開催され
ました。「ジョエル・ロブション」の
シェフ・ド・クイジーンも務めたサイ
モンの料理は、米国RCCメンバーと
そのゲストのみに供される絶品で
す。この度は、それを日本でご堪能
いただく稀有な機会。

　この日のスペシャリテは「何とい
う柔らかさ！」「これほど臭みのな
い羊肉は初めて！」と称賛を浴びた

「子羊のロースト ハーブクラスト」。
料理とマリアージュしたワイン5銘
柄もすべてサイモンが監修しました。
　ゲスト全員を握手でお見送りした
サイモン。早くも再来日を期待する
声が上がっています。

Party Report

メニュー。料理がサーブされる毎に、
マリアージュしたオーパス・ワンの
ヴィンテージについて、パーソン氏
が詳しく語るという趣向です。各 
ヴィンテージの特徴を人の性格の如
くに表現し、オーパス・ワンのこだわ
り、歴史、将来展望も熱く語ったパ
ーソン氏。ビジネス全般にも通じる
お話に頷きつつ、専門的な質問を投
げかけたゲストの皆様。
　異なる表情を見せるヴィンテージ
の奥深さと、珠玉の料理。その共演
を堪能する一夜でした。

名門ワイナリー「オーパス・ワン」と
名シェフ 3人のマリアージュ

来日したRCC総料理長による
美餐の一夜「サイモン・ナイト」

「フォーシーズンズ・ホテル＆リゾート（ハワ
イ州コナ）」や「フォーシーズンズ（イリノイ
州シカゴ）」でスーシェフとして務めた後、ミ
シュランガイド 1 つ星とフォーブスレストラ
ンガイド 5 つ星をつけた「トゥルー」にてシェ
フ・リック・トラモントと共に、ラスベガス
でも活躍。
また、フランス料理の最高峰「ジョエル・ロ
ブション」のシェフ・ド・クイジーンを務める。
現在は RCC のエグゼクティブシェフとして、
培ってきた様々なスキルを活かす事に情熱を
燃やしている。

RCC 総料理長 ルイス＝サイモン
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ードを歩く微笑ましい光景が広がり、
リビエラ逗子マリーナ内を練り歩く
仮装パレードでは、かわいいコスチ
ュームに身を包んだお子さまたちの
大行列で盛り上がりました。

　リビエラ逗子マリーナでは、「Bio 
Seaside Local」をコンセプトに、潮
風を感じながら楽しむ「リビエラマ
ルシェ」を毎月開催します。体にや
さしいこだわりあるフードやマーケ
ットが並びますので、皆様ふるって
ご参加ください。
　第一回目の2018年10月28日（日）
は、穏やかな秋晴れの空の下、「ハロ

　2018年10月14日（日）リビエラ逗
子マリーナヨットレース「若大将カ
ップ」が、リビエラ逗子マリーナに
て開催されました。前日夜から降り
続いた雨の残る夜明けでしたが、朝
7時ごろには雲が切れて晴れ間がの
ぞき始め、さらには江の島を中心に
大きな虹がかかる幸先の良い一日の
スタートとなりました。

ウィンマルシェ」を開催。1日を通じ
て1,000名のお客様をお迎えいたし
ました。
　カボチャをくり抜いて作るジャッ
ク・オー・ランタンなどのワークショ
ップやフード・マーケット全12店舗
が出店。チャペルエリアを特別開放
した撮影会では、“お姫様コスチュ
ーム”の小さなレディがバージンロ

　今大会には、クルーザーヨット80
艇、ディンギーヨット62艇がエント
リー。クルーザーヨットのスタート
海面にレース艇80艇が集結する風
景は圧巻です。“若大将”こと加山雄
三さんも観戦艇に乗船し、レース海
面に集まるレース艇に手を振って激
励、スタートシーンを熱心に観戦し
ていました。逗子マリーナ沖と茅ヶ

崎の烏帽子岩付近を往復したレース
終了後の「表彰式＆加山雄三スペシ
ャルライブ」では、800人近い参加者
がアンコール曲『海その愛』を熱唱し、
大変盛り上がりました。

EVENT　REPORT

毎月開催！
潮風を感じながら楽しむ「リビエラマルシェ」

「若大将カップ」開催

次回1/1（祝・火）.3/3（日）.4/7（日）
マルシェ出店大募集
（特に生産者さん）

次回10/13（日）
詳しくはオフィシャルサイトを
ご覧ください。
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ご
期
待
に
応
え
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

CASE STUDY 
「神奈川県市議会議長会」様

E V E N T
R E P O RT

ア
ク
セ
ス
の
良
い
都
心
の
会
場
か
ら
、
リ
ゾ
ー
ト
感
溢
れ
る
海
辺
の
会
場
ま
で
、
多
種
多
彩
な
空
間

と
最
新
の
設
備
を
整
え
た
リ
ビ
エ
ラ
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
提
案
で
き
る
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。
少
人

数
で
の
会
議
や
会
食
は
も
ち
ろ
ん
、
講
演
会
や
展
示
会
、
各
種
式
典
、
大
人
数
で
の
パ
ー
テ
ィ
ま
で
。

そ
の
一
日
が
、
明
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
繋
が
る
よ
う
な
、
新
た
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

創
出
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
県
内
19
市
の
市
議
会
議
長
、副
議
長
が

一
堂
に
会
す
る
「
神
奈
川
県
市
議
会
議
長

会
・
定
例
会
」。
毎
年
開
催
場
所
が
各
市
持

ち
回
り
で
変
わ
る
こ
の
会
議
で
、今
回
の

幹
事
を
務
め
た
逗
子
市
市
議
会
事
務
局
様

の
ご
要
望
は
、「
逗
子
ら
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
一
日
」。
こ
の
テ
ー
マ
を
形
に
す
る

た
め
に
、ご
担
当
者
様
と
リ
ビ
エ
ラ
は
何

度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。

　
逗
子
ら
し
さ
と
い
え
ば
、も
ち
ろ
ん
海
。

こ
の
大
自
然
の
贈
り
物
を
最
大
に
活
か

せ
る
の
は
、リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
な

ら
で
は
で
す
。
10
月
18
日
の
開
催
当
日
は
、

ク
リ
ス
タ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
1
階
の
「
オ
ー
シ
ャ

ン 

ス
イ
ー
ト
」の
ホ
ワ
イ
エ
で
お
出
迎
え
。

受
付
を
お
済
ま
せ
の
ゲ
ス
ト
に
は
、こ
の

場
所
か
ら
見
え
る
サ
ン
セ
ッ
ト
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
、ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
と
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
の
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ク
テ
ル
を
サ

ー
ブ
し
て
、相
模
湾
を
一
望
の
プ
ー
ル
サ

イ
ド
に
ご
案
内
。
抜
け
る
よ
う
な
青
空
と

キ
ラ
キ
ラ
の
海
に
囲
ま
れ
て
、開
会
ま
で

の
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
議
は
、宇
宙
飛
行
士
・
山
崎
直
子
さ

ん
の
講
演「
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
」か
ら

ス
タ
ー
ト
。
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
す
る

神
奈
川
県
と
あ
っ
て
、貴
重
な
研
究
や
今

後
の
宇
宙
産
業
に
関
す
る
話
題
に
、皆
さ

ん
興
味
津
々
の
ご
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

　
眼
前
に
広
が
る
海
と
空
の
さ
ら
に
向
こ

う
が
、山
崎
さ
ん
が
見
て
き
た
宇
宙
で
す
。

こ
の
会
場
に
ふ
さ
わ
し
い
お
話
に
、私
た
ち

ス
タ
ッ
フ
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、ク
リ
ス
タ
ル
ヴ
ィ
ラ
2
階

逗
子
ら
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
一
日

青
空
と
キ
ラ
キ
ラ
の

海
に
囲
ま
れ
て

絶
景
と
食
の
愉
し
み
、

そ
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
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「
テ
ラ
ス 

ホ
ラ
イ
ズ
ン
」に
会
場
を
移
し

て
、
定
例
会
の
協
議
開
始
。
会
務
報
告
、

予
算
の
審
議
…
…
と
会
議
が
進
む
う
ち
、

大
き
な
窓
の
外
は
と
っ
ぷ
り
と
日
が
落
ち

て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
夕
刻
。
会
場
を
再
び
「
オ
ー
シ

ャ
ン 

ス
イ
ー
ト
」に
戻
し
て
意
見
交
換

会
。
ご
参
加
の
皆
様
に
心
安
く
お
話
を
弾

ま
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、相
模
湾
の
魚

介
、鎌
倉
野
菜
と
い
っ
た
地
産
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ

イ
ル
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
を
ご
用
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、会
場
に
設
置
し
た
1
2
0
イ

ン
チ
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
、逗
子

市
内
の
観
光
名
所
を
ご
紹
介
。

「
絶
景
と
食
の
愉
し
み
。
さ
す
が
は
逗
子

の
海
で
す
ね
」と
は
、他
市
か
ら
ご
参
加

の
ゲ
ス
ト
の
一
言
。

　
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
に
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

宇宙飛行士 山崎 直子
千葉県松戸市生まれ。
1999年国際宇宙ステーション（ISS）の宇宙飛行士候補者に選ばれ、
2001年認定。
2004年ソユーズ宇宙船運航技術者、2006年スペースシャトル
搭乗運用技術者の資格を取得。
2010年4月、スペースシャトル・ディスカバリー号で宇宙へ。ISS
組立補給ミッションSTS-131に従事した。
2011年8月JAXA退職
内閣府宇宙政策委員会委員、日本宇宙少年団（YAC）アドバイザー、
女子美術大学客員教授、日本ロケット協会理事・「宙女」委員長、
宙ツーリズム推進協議会理事、ロボット国際競技大会実行委員会
諮問委員、2025年国際博覧会（万博）誘致特使などを務める。
著書に「宇宙飛行士になる勉強法」（中央公論新社）、「夢をつなぐ」
（角川書店）、「瑠璃色の星」（世界文化社）など。

お問い合わせ

リビエラ逗子マリーナ
TEL.0467-23-0028　
土・日・祝はJR鎌倉駅東口より
無料シャトルバス運行

お問い合わせ

リビエラ東京
TEL.03-3981-3233
池袋駅C3出口より徒歩1分

お問い合わせ

リビエラ青山
TEL.03-5411-1148 
東京メトロ外苑前駅1a出口より徒歩3分

今回の
会場

©︎MIWAKATOH
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プロを目指す若き音楽家に披露する
ステージと、気軽にコンサートを楽しん
でいただける場所を提供し、毎月多く
のお客様にお越しいただいておりま
す。後援：豊島区

時間
10:30〜／受付
11:00〜11:40／コンサート
11:50〜／お食事開始

金額

コンサートのみ／500円（税込）
コンサート＋ランチ／2,500円（税込）

メニュー

松花堂弁当／茶寮 リビエラの庭
グリル野菜プレート
／リビエラカフェ グリーンスタイル
お好みのランチをご予約ください。

※コンサート会場内は自由席です。

ゆったりと寛げるカフェで、スイート
なバレンタインをお過ごしください。
いつもより、贅沢でとびっきりのスイ
ーツをご用意いたします。

時間

11:00〜19:00（18:00 L.O.）

※ LINE＠を是非ご登録ください。 
@rivieracafe 
最新の情報をお届けいたします。

P i c k  U p

池 袋

リビエラ東京

お祝いプラン
合格・入学・卒業などの大切なお祝いに

リビエラカフェ グリーンスタイル

バレンタインフェア
大切な方と素敵な時間を

1/5（土）〜3/31（日）

2/1（金）〜14（木） 営業日

節目が続くこの季節。お祝いにふさ
わしい空間とお食事をご用意いたし
ます。大切な方々とのお集まりに是
非ご活用ください。個室にて必ずご
案内いたします。

時間

11:30〜19:00の間にスタート
（2時間制）

金額

10,000円（税別）

お食事

和食創作コース（6品）
※乾杯スパークリングワイン付
※ ご希望によりご家族の記念撮影も

承ります。

リビエラカフェ
グリーンスタイル
TEL.03-3981-3264

P i c k  U p

南 青 山

リビエラ東京

リビエラ ランチタイムコンサート
音楽の裾野を広げよう

茶寮 リビエラの庭

レトロモダンの空間で楽しむ
滝の水音を BGM に

茶寮 リビエラの庭
TEL.03-3981-3245

1/22（火）・2/26（火）・3/19（火）

HP予約特典

一窯ずつ炊き上げた「炊き立て土鍋
ご飯」をお席にお持ちいたします。

ご予約・お問合わせ

リビエラ東京
TEL.03-3981-3233

ご予約・お問合わせ

ご予約・お問合わせ

のれんをくぐると緑豊かな別世界
が広がります。料亭『白雲閣』より
息づく伝統の味わいをモダンスタ
イルでご堪能いただけます。

時間
11:30〜15:00（14:00 L.O.）
※ランチ営業のみ
※定休日 水・土・日・祝日

おしながき

「雲」／2,500円（税別）
「庭」／3,800円（税別）
「風」／6,000円（税別）
※ 「風」は料理長お任せコースに

なります。ご注文は3日前迄の事
前予約にて承ります。

リビエラ東京
TEL.03-3981-3233

ご予約・お問合わせ
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痛みの多くは、「正しいからだの使い
方」が身についていないことが原因。
関節可動域や安定性を身につけ障害
予防に繋げ「自分らしい」からだを手
に入れます。
時間

完全予約制
※ 詳しくはお電話にて
　お問合わせください。

P i c k  U p

池 袋

リストランテAO 青山

季節を味わうイタリアン
南青山の隠れ家レストラン

日本各地から厳選して取り寄せた食
材に、屋上菜園で採れたばかりの野菜も添
えて。創意を凝らした美食の数々をお客
様のテーブルへと運びます。

時間

ランチ／11:30〜15:30（14:00 L.O.）
ディナー／18:00〜23:00（21:30 L.O.）
※コースは、20:30 L.O.
※定休日 土・日・祝日

お食事

ランチ
Pranzo／2,700円（税別）
Menu Stagiore／3,900円（税別）
Speciale AO／5,800円（税別）
ディナー
Menu Stagiore／6,800円（税・サ別）
Classico AO／10,000円（税・サ別）
Speciale AO／15,000円（税・サ別）
＊ こちらはシェフのおまかせコースです。ご注文は

1週間前迄の事前予約にて承ります。

※ キッズメニューもご用意しております。
詳しくはお問合わせください。

リストランテAO 青山
TEL.03-5411-6660

ご予約・お問合わせ

P i c k  U p

南 青 山

リビエラ青山

歓送迎会プラン
新しい門出をおもてなし

2/1（金）〜4/30（火）

リビエラ青山
TEL.03-5411-1148

ご予約・お問合わせ

リビエラスポーツクラブ 

R-body Project
「S.O.A.P®」を導入

1/2（水）開始

リビエラスポーツクラブ
TEL.03-5474-8000

ご予約・お問合わせ

営業日

さまざまに趣向を凝らした会場と料
理が、新しい出会いや旅立ちのパー
ティを演出いたします。思い出深い
ひとときをお過ごしください。

時間
11:30〜19:00の間にスタート

（2時間制）

金額

ビュッフェプラン／8,000円（税別）
コースプラン／10,000円（税別）

お食事

和洋ビュッフェ料理（全15品）
創作和食コース（6品）
※ プランにはお料理、お飲み物、

会場費が含まれております。
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P i c k  U p

逗 子

寛ぎに満ちた会場で、和やかなひと
ときをお過ごしください。さまざま
に趣向を凝らした会場と料理が、新
しい出会いや旅立ちのパーティを演
出いたします。

時間
11:00〜21:00（2時間制）
金額

6,500円（税別）〜

お食事
和洋ビュッフェ料理 （全12品）
※ 乾杯用スパークリングワイン 
（人数分）サービス

約 1年ぶりに、新作フード販売を
スタート。味だけでなく、見た目も
楽しめる「サンドイッチ」です。
また、12月から新作スイーツ「アフォ
ガード」が仲間入り。ぜひお試し
ください。

時間
1月1日（祝・火）〜3月31日（日）
9：00〜17：00　CLOSE
※土・日・祝日のみ19：00CLOSEです。

金額
アフォガード／500円（税込）

※ 最新情報は、オフィシャルホーム
ページをご覧ください。

シーサイド リビエラ

歓送迎会プラン
思い出にのこる一日を

シーサイドカフェ

新作フード＆スイーツ販売
ランチタイムやティータイムのひと時に

3/1（金）〜4/30（火）

2/1（金）〜

ロンハーマン カフェ 逗子マリーナ店

バレンタイン特別メニュー
ロマンティックなひとときを

リストランテAO 逗子マリーナ

入学・卒業・合格お祝いプラン
お子様の人生の節目節目のお祝いに

ロンハーマン カフェ
逗子マリーナ店
TEL.0467-23-2153

リストランテAO
逗子マリーナ
TEL.0467-25-0480

シーサイド リビエラ
TEL.0467-23-0028

シーサイドカフェ
TEL.0467-23-2211

2/7（木）〜2/14（木）

2/16（土）〜4/21（日）

恋人・ご家族・ご友人、大切な方とバレンタイン特別メニューをお楽しみくだ
さい。ガラス張りの店内からはマリーナを望み、天気のいい日には富士山を
眺めることもできます。

時間
11:00〜20:00（L.O19:30）
※ 詳しくはお電話にてお問い合わせ

下さい。

ご予約・お問合わせ

ご予約・お問合わせ

ご予約・お問合わせ

ご予約・お問合わせ

幼稚園の入園や、小学校、中学校のご卒業、高校・大学合格など年齢や目的に
応じたお祝いの席を演出いたします。一家団欒で是非楽しいひとときをお過
ごしください。

時間
ランチ／11:30〜14:00
ディナー／17:00〜20:00

金額
ランチ／5,000円（税・サ別）
ディナー／7,500円（税・サ別）

お食事

ランチ
前菜/パスタ/メイン/
デザート （計4品）

ディナー
前菜/パスタ/魚料理/肉料理/
デザート （計5品）
※ 花束やホールケーキ、お子様料理

が付いてくるプランです。
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P i c k  U p

逗 子

P i c k  U p

三 浦

慌しい日常から心身を解き放ち、ゆ
ったりとしたラグジュアリーな雰囲
気のなかで、業界でもトップクラス
の技術を誇るスパニストが丁寧に施
術いたします。

時間

電話受付／11:00〜18:00
※ 火曜日を除く
　土・日・祝日 営業時間／11:00〜18:00
※1/1（祝・火）12：00〜16：00
　1/2（水）1/3（木）11：00〜16：00

金額

ボディ＋フット50分
　8,400円（税別）→7,000円（税別）

ヘッド＋ハンド50分
　6,000円（税別）→5,000円（税別）
※セットメニューあり

※ 公式Instagramで最新の情報を
随時公開中

カラダに嬉しいものを買って、食べて、イベントで笑顔になって。
潮風を感じながら楽しむ、リビエラマルシェ＠逗子マリーナへようこそ。

時間
11:00〜14:00
※ 開催月により時間が変更になる場

合がございます。詳しくはオフィシ
ャルサイトをご覧ください。
メニュー

新鮮野菜やオーガニックフード、海辺
のマルシェならではのアクセサリー、
雑貨が盛りだくさんです。

シーサイド リビエラ

リビエラマルシェ
地元の人気店舗が多数出店

SPA LOUNGE 逗子マリーナ

New year plan
年初めのエネルギーチャージに

シーサイド リビエラ
TEL.0467-23-0028

SPA LOUNGE 逗子マリーナ
TEL.0467-23-2111（代表）

1/1（祝・火）・3/3（日）・4/7（日） 毎月第1日曜開催※一部除外日あり1/1（祝・火）〜1/3（木）

リビエラ逗子マリーナ（ハウスクリーニング）

アフターステイサービスプラン
いつ帰って来ても快適に

営業日

2/9（土）〜4/7（日）

たくさん使う夏も、あまり使わない冬
もいつでもお部屋をキレイに保ちま
す。年間のお掃除プランで、プロの
スタッフがクリーニングを承ります。

金額

プランA／ご利用回数に関らず料金
が変わらない定額制
50,000円〜（税別）

プランB／ご利用回数によって料金
が変わる変動制
23,700円〜（税別）

※ お掃除の他、庭のお手入れ、住まい
のトラブルサポート、リフォームも
ご相談ください。

リビエラシーボニアマリーナの周囲に広がる小網代の森を散策したり、早
咲きの河津桜を楽しまれた後に、旬のコースで春の訪れをご堪能ください。

お問合わせご予約・お問合わせ

シーボニア クラブハウスレストラン

桜コース
小網代の森・早咲きの河津桜で春の訪れを感じる

リビエラ逗子マリーナ
TEL.0467-25-4063

ご予約・お問合わせ

シーボニア
クラブハウスレストラン
TEL.046-882-1216

ご予約・お問合わせ

時間
ランチ／11:30〜14:30（L.O.）
ディナー／17:00〜20:00（19:00L.O.）
※ 桜コース期間のディナーは土・日・

祝日営業です。詳しくは、お電話
にてお問合わせください。
金額

シェフお勧めコース／5,400円（税込）
季節コース／3,780円（税込）
※ ご注文は3日前迄の事前予約にて

承ります。

お食事
シェフお勧めコース
お肉料理がメインの （デザートを含む）5品
季節コース
お魚料理がメインの（デザートを含む）4品
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1st. 19：00-19：45
2nd. 20：15-21：00

開場／18:00

03-3981-3233



1st. 19：00-19：45
2nd. 20：15-21：00

開場／18:00

03-3981-3233

毎月1回 湘南ビーチ FMとリビエラがお贈りするJAZZ イベント

お得な年間パス 2019年1月〜 発売開始

1/18（金）1/12（土）

2/15（金）2/2（土）

3/15（金）
3/2（土）

4/6（土）

大西順子
大西順子(p)／井上陽介(b)／高橋信之介(ds)
好評発売中 MUSIC CHARGE ¥6,000
セット割　1/15（火）まで ¥10,400

渡辺裕之トリオ
渡辺裕之（ds）／グレースマーヤ（vo・pf）／中林薫平(bs)
好評発売中　MUSIC CHARGE ¥5,000

藤澤ノリマサ
藤澤ノリマサ(vo)
好評発売中 MUSIC CHARGE ¥6,500
セット割　2/12（火）まで ¥10,900

山下洋輔
山下洋輔 （pf）／柳原旭 （bs）／小笠原拓海 （dr）／
米田裕也 （alto sax）
1/15（火）一般発売 MUSIC CHARGE ¥6,000

We Three
村上“PONTA”秀一(ds)／坂井紅介(b)／小沼ようすけ(gt)
好評発売中 MUSIC CHARGE ¥6,000
セット割　3/12（火）まで ¥10,400

TNスィングJazzオーケストラ
岸義和 高瀬龍一 他（tp）／橋本佳明 池田正明 他（tb）／
澤田一範 八巻遼一 他（sax）／田中和音（pf）／佐瀬正（b）／
稲垣貴庸（ds））
2/4（月）一般発売 MUSIC CHARGE ¥4,000

Shiho（ex.Fride Pried）
Shiho（vo）他
3/4（月）一般発売 MUSIC CHARGE ¥5,000

土曜夜開催の
オーシャンビュージャズライブ

金曜日の夜は
美食とジャズに酔いしれて
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